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次期最上位計画策定のこれまでの経緯龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

策定に当たって

2

市民参画

・まちづくり市民アンケート（R3.4～5）

・オンライン高校生アンケート（R3.6）

・まちづくり市民ワークショップ
（R3.6）

・オンライン市民ワークショップ
（R3.7～8）

・高校生政策アイデアコンテスト
（R3.12～R4.1）

最上位計画策定審議会

・[第1回]策定基本方針の検討
・[第2回]第2次ふるさと龍ケ崎戦略プ
ランの振り返り（総括評価）

・[第3回]基礎的事項の整理，前プラン
の評価等に基づく計画骨子案の検討

・[第4回]基本計画検討シートに基づく
課題・施策の展開方向等の検討

・[第5回]素案の検討

庁内検討
・リーディングプロジェクト構築ワー
キングチーム会議（２部会）



計画の位置付け・計画の役割龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

策定に当たって

計画の位置付け 計画の役割

(1) 目指していくまちの姿を共有するた
めの最上位の計画

(2) 「協働によるまちづくり」を進めて
いくための行動指針

(3) 取組の成果や達成状況を確認するた
めの物差し
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計画の構成・計画期間龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

策定に当たって
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●将来ビジョン 【計画期間：おおむね８年】
中長期的に目指していくまちの姿やそれを具体化するための政策の柱などを示すもので、「龍ケ崎市まちづくり基本条例」第23条第１項に規定

するまちづくりの基本方向を示す最上位の計画として策定

●基本計画 【計画期間：おおむね４年】
将来ビジョンに基づき、基本的な施策の方向と体系、リーディングプロジェクトなどを示すもの

●実施計画（アクションプラン） 【計画期間：３年】
基本計画に定めた施策の効果的な推進と年度ごとの取組の方針について、具体的な取組内容や事業費を示しつつ、毎年度策定



将来に向けた本市のあるべき姿・まちづくりの基本姿勢龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

将来ビジョン

5

将来に向けた本市のあるべき姿

まちづくりの基本姿勢

(1)「自ら考え、行動する」から生まれる「協働」のまちづくり
(2) 市民に信頼される「納得性」の高いまちづくり
(3) 時代の変化に対応した「住みよい」まちづくり



人口の将来展望・目標人口龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

将来ビジョン

●目標の設定
【合計特殊出生率】

・2030年に1.5
・2050年に2.1 を目指す

【若者・子育て世代の人口維持】
・30歳代までの人口移動を均衡
※ただし、20歳代前半は70％に抑制
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① 国立社会保障・人口問題研究所の推計準拠
② 国の見通しに基づき出生率の回復を前提とした推計
③ 本市の現状を踏まえた独自推計



土地利用構想龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

将来ビジョン

① 安全・安心で住みよい環境の形成

② 魅力的で機能性の高い各種拠点の形成

③ 快適で便利な市街地環境の形成

④ 集落の生活環境の維持向上

⑤ 自然環境の保全と活用

●土地利用の基本的な考え方

「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の形成
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施策の体系

１
子どもが健やかに育ち、一人ひとりの夢や希望を育むまちづくり

政 策 の 柱 施 策

(1) 子ども・子育て支援の充実 (2) 「夢」を持ち「生きる力」を
育む教育の推進

(3) 若者世代の活躍支援と定住促進

２
まちの元気を生み出す産業と交流のあるまちづくり

(1) 地域経済の活性化 (2) 多様な働き方と働く場の創出
(3) 地域資源を活用した (4) 流通経済大学との連携の推進

観光まちづくりの推進

３
共に支え合い、誰もが健康に暮らせるまちづくり

(1) 支え合う地域福祉の実現 (2) 健康長寿社会の実現
(3) 地域医療体制・感染症対策の強化 (4) 社会保障制度の適正な運営
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４
誰もが自分らしく、生きがいを持って暮らせるまちづくり

５
安全・安心が実感できるまちづくり

６
機能的で、利便性が高いまちづくり

(1) 誰もが楽しめる (2) 暮らしを豊かにする生涯学習
生涯スポーツ社会の実現 ・文化芸術活動の推進

(3) 多様性を認め尊重し合う、共生社会の実現

(1) 防災・減災対策の推進 (2) 消防・救命体制の充実
(3) 暮らしの安全・安心の確保

(1) 魅力ある都市拠点の形成 (2) 快適でシームレスな
移動環境の構築

(3) 良好な住環境の維持・創出

７
環境にやさしく、誰もが快適に暮らせるまちづくり

８
市民と共に育む持続可能なまちづくり

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

将来ビジョン

(1) 環境負荷の少ない地域社会の形成 (2) 自然環境の保全と環境美化の推進
(3) 計画的な都市インフラと暮らしを支える生活インフラの維持・整備

(1) 市民主体のまちづくりの推進 (2) ＳＤＧｓの推進
(3) 効率的で透明性の高い市政運営 (4) 効果的なシティプロモーション
(5) 公共施設の「縮充」の推進 (6) 電子自治体の推進
(7) 持続可能な財政運営



リーディングプロジェクト龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画

未来創造プロジェクト～子どもの笑顔が続くまちを創る～

新婚カップルの本市への定住をゴールに掲げ、出会いの場や機会の創出といっ

た結婚支援、市内への居住サポートなどの取組を推進します。

子育て世帯の定住促進に向けて、子育て世代のライフスタイルに応じた支援メ

ニューを提供し、安心して楽しく子育てができる環境づくりを推進します。

英語教育やＩＣＴ教育など、特色ある先進教育を推進し、子どもたち一人ひと

りの夢や希望を大切に育む教育環境を創出します。

魅力創造プロジェクト～もっと魅力が感じられるまちを創る～

牛久沼や森林公園をはじめとする大規模公園の魅力を高め、市内外から人を呼

び込む交流拠点としての活用を推進します。

本市の充実したスポーツ施設を活用したイベント開催、本市にゆかりのあるス

ポーツ選手やプロスポーツ選手を多く輩出している流通経済大学との連携による

スポーツを通したにぎわいづくりを推進します。

積極的にシティプロモーション活動を展開するとともに、ふるさと納税の拡充

を図り、本市の魅力を広く発信します。

幸せ創造プロジェクト～日常を豊かに、快適に過ごせるまちを創る～

高齢になっても医療や介護に依存することなく、自立した生活を送ることができ

るよう市民の健康寿命延伸に向けた取組を幅広く支援します。

子どもから高齢者まで、市民の移動ニーズを支える便利で快適な地域公共交通

網を構築し、市民の交流や社会参画を推進します。

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）にアクセスする幹線道路沿道などをター

ゲットに、周辺の土地利用状況などを勘案しながら、まちの活力につながる、地

域特性に応じた土地利用を促進します。 9



政策の柱１ 子どもが健やかに育ち、一人ひとりの夢や希望を育むまちづくり

施策１ 子ども・子育て支援の充実 ＜施策の展開方向＞
① 質の高い幼児教育・保育の確保
② 地域での子育て環境の充実
③ すべての子どもが健やかにいきいきと育つ環境づくり
④ 子育て世代への経済的支援
⑤ 少子化対策の強化

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 子どもの成長と子育て世代を地域全体で応援する
環境が整っています。

・ 喜びを実感しながら安心して子どもを産み育てることができるまち、というイメー
ジが定着しています。

施策３ 若者世代の活躍支援と定住促進 ＜施策の展開方向＞
① 青少年の健全育成
② 若者世代の活躍支援
③ 若者世代の定住促進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 若者が地域社会の一員として様々な地域活動に
主体的に取り組み、活躍しています。

・ 若者にとって魅力のあるまちになっており、「住んでみたい」と感じる人が増え
ています。

施策２ 「夢」を持ち「生きる力」を育む教育の推進 ＜施策の展開方向＞
① 確かな学力を育み、信頼される学校づくりの推進
② 共生社会に向けた教育活動の充実
③ 健康で健全な心身を育む教育の推進
④ 新時代に活躍する人材の育成

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 児童生徒一人ひとりが夢や目標に向かって努力
する力を身につけています。

・ 時代の変化に対応できる「生きる力」を育むための環境が学校や地域全体で整っ
ており、魅力ある教育が行われています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画
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政策の柱２ まちの元気を生み出す産業と交流のあるまちづくり
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施策１ 地域経済の活性化 ＜施策の展開方向＞
① 商工業・サービス業の振興と中小企業への支援
② 農業の振興
③ 企業誘致の推進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 事業者・農業者の安定した経営基盤が整っており、活発な経済活動が行われてい
ます。

施策３ 地域資源を活用した観光まちづくりの推進 ＜施策の展開方向＞
① 観光・にぎわいづくりの推進
② 交流の拠点としての牛久沼の有効活用
③ 大規模公園の活用

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 市の持つ様々な地域資源が活用され、多くの人
が訪れるまちになっています。

・ 市民一人ひとりが龍ケ崎の魅力を伝えることができています。

施策２ 多様な働き方と働く場の創出 ＜施策の展開方向＞
① 雇用の場の確保と地元就職の促進
② 創業・起業への支援
③ 多様な働き方に向けた場の創出
④ 企業と連携した雇用創出の推進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 身近な場所に選択が可能な魅力ある働く場が提供されています。
・ まちに多様な人たちの交流機会の場が創られており、市内に新たなビジネスが生
まれています。

施策４ 流通経済大学との連携の推進 ＜施策の展開方向＞
① 龍・流連携事業の推進
② 大学（学生）と市民の交流促進
③ 学生の住みごこちの向上と愛着の醸成

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 市民が「大学のあるまち」の様々なメリットを享受しています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画



政策の柱３ 共に支え合い、誰もが健康に暮らせるまちづくり
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施策１ 支え合う地域福祉の実現 ＜施策の展開方向＞
① 支え合う地域福祉の推進
② 障がい者福祉の充実
③ 高齢者福祉の充実

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 全ての人が支え合いながら、誰もが住み慣れた地域で、いきいきとした自分らし
い生活ができています。

施策３ 地域医療体制・感染症対策の強化 ＜施策の展開方向＞
① 地域医療体制の充実
② 予防接種・感染症対策の強化＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞

・ 病気やけが、感染症などに際して、迅速で適切な医療をはじめとするサービスが
提供されています。

施策２ 健康長寿社会の実現 ＜施策の展開方向＞
① 市民の健康寿命の延伸
② 生活習慣病発症者と重症者の減少
③ 健康づくり基盤の強化

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 誰もが主体的に健康づくりに取り組んでおり、
健康寿命が延伸し、健康でいきいきとした生活が
営まれています。

施策４ 社会保障制度の適正な運営 ＜施策の展開方向＞
① 社会保障制度の健全な運営
② 医療費の適正化
③ 生活の安定化と向上

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 誰もが平等で安定した生活が営まれています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画



政策の柱４ 誰もが自分らしく、生きがいを持って暮らせるまちづくり
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施策１ 誰もが楽しめる生涯スポーツ社会の実現 ＜施策の展開方向＞
① スポーツ・運動を通じた生きがいづくり
② 競技スポーツの推進
③ スポーツによるにぎわいづくり
④ スポーツ環境の充実

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 誰もが気軽にスポーツ・運動に親しめる環境
が整っています。

・ スポーツ・運動を通じて心身ともに健全で充実した暮らしができています。

施策３ 多様性を認め尊重し合う、共生社会の実現 ＜施策の展開方向＞
① 男女共同参画社会・女性活躍社会の実現
② 多文化共生社会の構築
③ 人権を尊重して多様性を認め合う社会の構築

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 国籍や性別、文化や価値観などの違いを対等な立場でお互いに理解し合い、誰も
が自分らしく幸せに暮らすことができています。

施策２ 暮らしを豊かにする生涯学習・文化芸術活動の推進 ＜施策の展開方向＞
① 市民の学びの機会の充実
② 暮らしを豊かにする文化芸術活動の促進
③ 歴史的文化的遺産の保存と地域資源としての活用促進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ それぞれのニーズにあった学習の機会の提供により、豊かな人生が享受されてい
ます。

・ 文化や芸術、歴史に触れる機会が増えており、愛着や誇りが育まれています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画



政策の柱５ 安全・安心が実感できるまちづくり
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施策１ 防災・減災対策の推進 ＜施策の展開方向＞
① 防災力・減災力の強化
② 地域の防災活動の充実
③ 国土強靭化の推進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 一人ひとりの防災意識が高まっており、安全・安心な暮らしが営まれています。
・ 災害時に社会インフラなどが維持される「強さ」と迅速な復旧・復興ができる
「しなやかさ」を持った、災害に強いまちになっています。

施策３ 暮らしの安全・安心の確保 ＜施策の展開方向＞
① 地域の防犯体制の充実
② 交通安全環境の向上
③ 消費者教育の充実

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 防犯意識が向上し、犯罪が未然に防がれ、誰もが平穏で安全・安心な生活を営む
ことができています。

・ 一人ひとりが交通ルールとマナーを遵守し、市内の交通事故が減少しています。

施策２ 消防・救命体制の充実 ＜施策の展開方向＞
① 消防団を中核とした地域防災力の向上
② 安心の救命体制の充実＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞

・ 消火活動や救命活動への市民の意識の向上が図られており、市民レベルでの消火
活動や救命活動が迅速で的確に行われています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画



政策の柱６ 機能的で、利便性が高いまちづくり
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施策１ 魅力ある都市拠点の形成 ＜施策の展開方向＞
① 生活を支える地域生活拠点と魅力を生み出す都市拠
点の形成

② 活力と雇用を生み出す産業拠点の形成
③ にぎわいのある交流拠点の整備

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ ４つの住宅系市街地それぞれに、商業・サー
ビス機能など、日常生活に必要な機能が身近に
確保されています。

・ 民間や他自治体などと連携した牛久沼の活用
に向けた動きが生まれています。

施策３ 良好な住環境の維持・創出 ＜施策の展開方向＞
① 多様なニーズに対応した住宅地の供給と魅力ある住環
境形成の促進

② 空家等対策の推進
③ 市営住宅の計画的な予防保全と長寿命化

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 多様なニーズに応じた、安全で快適に住み続
けることができる住環境が整っています。

施策２ 快適でシームレスな移動環境の構築 ＜施策の展開方向＞
① 基幹公共交通の利便性向上と活性化
② コミュニティバスと乗合タクシーの運行
③ 新たな公共交通ネットワークの構築
④ 公共交通利用の促進
⑤ 自転車利用の促進と放置自転車対策

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 誰もが利用しやすく、便利な移動が可能にな
っています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画



政策の柱７ 環境にやさしく、誰もが快適に暮らせるまちづくり
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施策１ 環境負荷の少ない地域社会の形成 ＜施策の展開方向＞
① カーボンニュートラルの実現に向けた対策の推進
② 循環型社会構築に向けたごみの発生抑制とリサイクル
の推進

③ 環境学習の推進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 一人ひとりが環境に配慮した循環型社会を創ることに関心を持ち、実現に向け取
り組んでいます。

施策３ 計画的な都市インフラと暮らしを支える生活インフラ
の維持・整備

＜施策の展開方向＞
① 機能に応じた道路網の整備
② 市民に愛される公園の整備・活用・維持
③ 汚水処理施設の計画的な維持管理＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞

・ 道路、公園、下水道など誰もが安全・安心で快適に利用できる環境が整っていま
す。

施策２ 自然環境の保全と環境美化の推進 ＜施策の展開方向＞
① 自然環境と里山の保全
② 水辺環境の保全
③ 特定外来生物への適切な対応
④ 環境美化の推進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 水や緑に恵まれた豊かな自然を残しつつ、自然と共生したまちが実現できていま
す。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画



政策の柱８ 市民と共に育む持続可能なまちづくり
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施策１ 市民主体のまちづくりの推進 ＜施策の展開方向＞
① 市民と行政の相互理解・情報共有の強化
② 市民自らが考え、行動する、活発な市民活動の促進
③ 地域における市民活動の活性化

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 市民と市の役割を一人ひとりが理解し、「パートナー」として信頼し合いながら、
自発的な市民活動が実践されています。

・ 分かりやすく市の情報が発信され、市民との活発な意見交換がされており、「開
かれた市役所」が実現できています。

施策３ 効率的で透明性の高い市政運営 ＜施策の展開方向＞
① 事務事業の見直し
② 民間サービスの活用
③ 行政サービスの広域化の推進
④ 人材の確保と育成支援

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 効率的で質の高い行政運営が行われています。
・ 行政運営に必要とする人材が確保できています。

施策２ ＳＤＧｓの推進 ＜施策の展開方向＞
① ＳＤＧｓによるまちづくり
② ＳＤＧｓの機運醸成＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞

・ ＳＤＧｓの市民の認知度が向上しており、持続可能なまちづくりが実践されてい
ます。

施策４ 効果的なシティプロモーション ＜施策の展開方向＞
① 定住促進などに向けたプロモーション活動の展開
② 関係人口の創出
③ シビックプライドを向上させるシティプロモーション
の展開

④ ふるさと納税制度の活用促進

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 一人ひとりの龍ケ崎市に対する推奨・参画意
欲が向上しています。

・ 積極的なシティプロモーション活動が行われており、多くの人が市の「ファン」
になっています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画



政策の柱８ 市民と共に育む持続可能なまちづくり
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施策５ 公共施設の「縮充」の推進 ＜施策の展開方向＞
① 効果的・効率的な維持管理の推進
② 機能（行政サービス）・事業運営の最適化の推進
③ 施設配置・総量の最適化

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 利便性の高い魅力的な公共施設が整っています。
・ 公共施設が担うべき必要性の高い機能を確保しつつ、施設配置・総量の最適化が
図られています。

施策７ 持続可能な財政運営 ＜施策の展開方向＞
① 中期的な視点による財政運営
② 市税等の適正課税の推進と納税環境の整備
③ 分かりやすい財政状況の情報発信

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ 市民ニーズや社会経済情勢の変化に対応した、次世代においても持続可能な財政
運営が行われています。

施策６ 電子自治体の推進 ＜施策の展開方向＞
① デジタルトランスフォーメーションの推進体制の構築
② 自治体情報システムの標準化・共通化
③ 行政手続のオンライン化
④ デジタルデバイド対策

＜施策が目指す龍ケ崎の姿・イメージ＞
・ デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）により、効率的で便利な行政運営が
実践できています。

龍ケ崎みらい創造ビジョン2030

前期基本計画


